
所 在 地	 〒321-1436　日光市久次良町104番地

電 話	 0288-53-0264

F A X	 0288-53-2301

U R L	 http://www.tochigi-edu.ed.jp/nikkomeiho/nc2/

創 立	 平成17年

課 程	 全日制課程

設置学科	 普通科

生 徒 数	 134名（男子78名 女子56名）（令和３年５月１日現在）

利用交通機関	 JR日光駅または東武日光駅からバスで約10分

Ⅰ 学校の概要
１　学校教育目標

○夢を持ち、将来の自己実現に向けて意欲的に学び続けることができる人間の育成

○正義感・責任感・規範意識を身に付けるとともに、自らを律し主体的に判断、行動できる人間の育成

○常に向上心を持ち、努力を惜しまず物事に取り組むことができる人間の育成

○文化や伝統の継承に努めるとともに、新たな価値の創造をめざす人間の育成

○他者を尊重しながら、よりよい人間関係を築いていくことができる人間の育成

○社会に貢献しようとする意欲のもと、勤労・奉仕活動に協働して取り組むことができる人間の育成

２　目指す学校像

○一人一人の力を引き出し、自信と意欲を育てる学校

○自分の成長を実感することができる学校

○中学生、保護者、地域に選ばれる学校

３　募集する生徒像

本校の教育目標と目指す学校像を理解し、次の（１）から（３）までの全てに該当する生徒

（１）中学生としての基本的生活習慣と基礎学力を身に付け、きまりを守ろうとする態度を有するとと

もに、進んで学習に取り組む生徒

（２）地域の文化や自然を愛し、地域社会に貢献しようとする意欲や態度をもつ生徒

（３）部活動やボランティア活動、生徒会活動や学校行事などの特別活動に、前向きな姿勢で取り組む

生徒

４　沿革

平成17年４月１日に日光高等学校と足尾高等学校が統合して開校しました。

平成27年９月３０日に創立10周年記念式典を実施しました。

平成30年４月高校再編により２学級特例校となり、募集定員80名となりました。

５　環境

日光明峰高等学校は、世界遺産に登録された二社一寺（東照宮、二荒山神社、輪王寺）や田母沢御用

邸といった、歴史的建造物や日光植物園などを間近にし、豊かな自然に囲まれた環境にあります。

　

６　施設

部活動などで利用する宿泊施設（山声寮）や、約80名を収容できるメディア教室、情報処理や情報

実習などで使用するコンピュータ教室を備えています。統合前の日光高等学校時代の資料が展示されて

いる校史資料室があります。

栃木県立日光明峰高等学校
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Ⅱ 学校、学科、コース、教育課程等の特色
令和４年度から、次のような教育課程になります。

○3年間を通した特徴

１年次には、共通科目のほかに、選択科目が一週あたり４単位設定されています。英語と数学について

基礎からの学び直しに取り組みたい生徒と、ウインタースポーツに力を入れたい生徒に分かれ、一人一人

の将来の進路実現に向けた学習ができます。

２年次からは、卒業後の進路実現のために下記の４つのコースに分かれて専門的な学習を行います。

３年間で合計５単位の「総合的な探究の時間」を設定し、生徒は日光という地域社会と自分自身とを結

びつけた探究学習を通して、様々な問題を自分事として捉えて解決しようとする力を卒業時までに身につ

けます。

①グローバルコミュニケーションコース

主として四年制大学を目指す文系の生徒のためのコースです。日光の豊かな歴史・伝統文化等の地域

資源を取り入れた校外学習も特色の一つです。

②サイエンスコース

主として四年制大学を目指す理系の生徒のためのコースです。日光の豊かな自然環境や特有の生態系

等の地域資源を取り入れた校外学習も特色の一つです。

③ウインタースポーツコース

アイスホッケー、スピードスケート競技を継続するために四年制大学を目指す生徒のためのコースで

す。文系・理系に分かれて学習します。特に、「専攻実技」の授業を通して、アスリートに必要な人間力・

競技力を育成します。

④ビジネスコース

主として短期大学・専門学校への進学や、就職を目指す生徒のためのコースです。一般教養的な教科

学習に加え、実業的・専門的な教科を履修します。各種資格取得にも力を入れ、即戦力として社会に貢

献できる人材となるよう学習します

Ⅲ 進路状況
○令和２年度卒業生の進路

進 路 先

進 学 就 職 そ
の
他

国
公
立
大
学

私
立
大
学

国
公
立
短
大

私
立
短
大

専
修
学
校

各
種
学
校

そ
の
他

県
内

県
外

そ
の
他

人 数 １ 11 １ ５ 16

進学については、総合型選抜や学校推薦型選抜で合格を果たした生徒が多いです。就職については、地

元志向が強く、製造業、販売業やサービス業等、生徒の希望に応じた様々な業種に就いています。

○令和２年度卒業生の主な進路先

【大　　学】　宇都宮大学、青山学院大学、関西学院大学、東海大学、東京情報大学、東洋大学、日本社会

事業大学、日本体育大学、白鷗大学、早稲田大学

【専門学校】　宇都宮アート＆スポーツ専門学校、宇都宮ビジネス電子専門学校、国際ファッションビュー

ティ専門学校、さくら総合専門学校、東洋美術学校

【就　　職】　イワサキ企画、オータニ、介護老人保健施設陽南、北原工業、寿堂紙製品工業、ＪＡうつの

みや、昇友物産、多田プレス、東京電力パワーグリッド、七重八重、日光東照宮、日光野

口病院、古河電工、宮食工業、ルピシア宇都宮工場
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Ⅳ 特別活動等の紹介（学校行事、生徒会活動、部活動等）

＜学校行事＞ 

	 ５月　持続歩大会	 ７月　球技大会	 10月　修学旅行

	 11月　明峰祭　	 12月　スケート教室	 ３月　スキー教室

持続歩大会は、今年度第39回を迎える伝統ある行事です。今年度からコースが変わり、日光連山を

眺めながら大谷川沿いを約15ｋｍ歩きます。また、スケート教室は日光霧降スケートセンターで行われ、

初心者でも楽しく参加できる行事です。スケート教室とならんで、日光明峰高校ならではの行事がスキー

教室です。湯元スキー場において実施されます。スキーとスノーボードに分かれ、班ごとに指導員の方

がついて教えていただきます。

＜ボランティア活動＞

ボランティア活動も学校全体で取り組んでいます。地域の行事（日光ツーデーウォーク等）をサポー

トし、福祉施設での奉仕活動、地域小学校での絵本読み聞かせや特別支援学校の行事の支援（運動会等）

などに積極的に取り組んでいます。

＜部活動＞

○　文化部…吹奏楽部・合唱部・美術部・写真部・書道部・茶道部・科学部・国際理解部

○　運動部…バスケットボール部・バレーボール部・バドミントン部・卓球部・テニス部・剣道部・

　　アイスホッケー部・スピードスケート部・フィギュアスケート部

持続歩大会

日光ツーデーウォーク

アイスホッケー部

スケート教室

足尾植樹ボランティア

授業風景（コミュニケーション英語Ⅰ）

スキー教室

読み聞かせボランティア

生徒会活動（手作りマスク寄贈）
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ユネスコ交流学習会 専攻実技 地域連携活動

Ⅴ 特色選抜について
１　定員の割合

普通科　30%程度

２　出願するための資格要件

次の（１）の要件を満たし、さらに（２）（３）のいずれか１つの要件に該当する者

（１）中学校で基本的生活習慣、基礎学力、きまりを守ろうとする態度を身に付け、高校入学後も積

極的に学習に取り組もうとする者

（２）中学校での部活動、特別活動等や、地域での文化・スポーツ活動等に意欲的に取り組み、高校

入学後も進んで活動し、地域社会に貢献しようとする者

（３）アイスホッケー部、スピードスケート部に入部を希望し、全国大会、国際大会等において活躍

を目指す者

３　選抜の方法

選抜方法 内　　　容

面 接 個人面接　時間15分程度

作 文 時間30分　字数320 ～ 400字

４　その他、特記事項

・令和３年度県高体連重点強化拠点校（競技：アイスホッケー（男子）、スピードスケート（男子））

・令和３年度県高体連強化推進拠点校（競技：スピードスケート（女子））

・アイスホッケー、スピードスケート競技での活躍を目指す者を対象として、全国からの志願者を募集し

ます。（一般選抜も同様）

５　選抜の手順等

 【資料の取扱い】

１　志願理由書は、調査書とともに資格要件の確認及び面接時の参考資料として用いる。

２　調査書の点数化されない部分については、資格要件に該当するものを段階評価する。

３　調査書は『各教科の学習の記録』（第１学年～第３学年）の評定（選択教科を除く）を合計する。

　　（135点満点）

４  面接は、段階評価を行う。

５  作文は、段階評価を行う。

【選抜の手順】

次の各段階に該当する受検者について順に、調査書の点数化されない部分の内容を考慮して総合的

に選抜する。

　第１次審議

  　　【資料の取扱い】の３で点数化した部分の合計点数が特色選抜の募集定員の50%以内にある者（た

だし、受検者が定員に満たない場合には、受検者の50%以内にある者）で、さらに２、４、５の

評価がいずれも良好である者を合格内定とする。

　第２次審議

　　第１次審議において合格内定となった者を除いた受検者について、全ての検査結果を総合的に判

断して、合格内定者を選抜する。
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